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 この時期、各品目の春夏査定会、秋冬作付会議

が行われています。じゃがいも部会の査定会の様

子をお伝えします。 

各生産者がじゃがいもを持ち寄り、品質や作柄

の様子を確認しました。今年のじゃがいもは、肌

も良く、品質も良く安定して出荷出来そうです。

天候にめぐまれたのか、肥大は良好です。ここ数

年収量がとれず苦戦してきましたが、今年はじゃ

がいもがたくさんとれ、おいしいじゃがいもがお

届けできそうです。 

 

 

秋冬作付会議の様子 

 この地方では、田植えから１ヶ月が経過し、田んぼ 

が緑を増してきました。１株に３～４本程度に植えら 

れた苗は、２０本以上に茎(くき)を増やし、丈も伸び 

てきたからです。 

 稲(イネ・米)を１,０００㎡(３００坪)の栽培する 

のに、４kg の種籾(たねもみ)を使います。秋には、 

５５０㎏のお米が収穫できます。一方、同じ穀物の小麦では、８kg の種で

３５０kg の収量です。小麦が４５倍になるのに対し、稲では、１４０倍に

増えることになります。 

 日本の食料自給率が、４０％以下という異常が続く中、主食用の米は、

ほぼ１００％を自給できています。 

私たち房総食料センターの生産者は、消費者の皆さんと手を取り合って、

お米と水田を守っていきます。              

 


